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=特別シリーズ=

鰐鮒讐さくらサイエンスプラン』友情と感激
熊本大学の活ｮ報告2

から8月8日(金)　の間､インドネシア共和国スラバヤ工科大学の大学院生･学部生合計10名が､熊本大学を中心に活動しました｡
スラバヤ工科大学とは､2006年から延
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第17回
に'参加者の選考した｡またー機構と在外公館との密な連携のおかげで査証取得が大変スムーズであったことは強く印象に残っています｡

8月2甘午後

▼

平成27年12月7日(月曜日)

五古記会館前で記念写真
9時前に福岡空港到着の予定でしたが搭乗便が知分以上遅延したため､乗継に時間を要し絹本に到着したのは溌夜1時になっていました｡3日は台風の接近で天使がやや不安定でしたが､参加者全月早朝から元気に公共交通機関を利用して阿蘇に向かいました｡まず路面電車で水前寺に員籤��ｵ)dﾉNに功でbﾅ通




